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新型コロナウイルス感染の第 7 波は、これまで経験のない規模で拡大しております。感染者の中

心は、20-40歳の妊婦の皆さまの世代です。一方、厚労省は、妊婦さんに新型コロナウイルスワクチ

ン接種の努力義務を課すことを定め、妊婦さんへの接種をお勧めしています。 

 

新型コロナウイルスワクチン（メッセンジャーRNA ワクチン）については、妊婦さんへの投与に関

する調査結果が数多く示されており、ワクチンの安全性と、ワクチンによるご本人と赤ちゃんの生

命を守るための感染予防の重要性が示されています(1-6)。 

 

① 現在妊娠中の方のなかには、ワクチンの接種機会を逃され、一度も接種を受けないまま妊娠され

た方 

まだ新型コロナウイルスワクチンを接種されたことがない妊婦さんは、ぜひ 1回目接種からご検

討ください。 

 

② 2回接種を終えているが、3 回目接種をお済ませいただいていない方 

3回目接種は自治体ですべての妊婦さんが接種できるようになっています。ぜひ 3回目の追加接

種をご検討ください。（3回目の接種率は全国的に 6 割程度にとどまっております） 

 

③ 3回接種を終えている方 

4回目接種については、自治体によって対応が異なっています。お住まいの自治体や産科担当医

にお問合せ、ご相談ください。 
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